



































































































 審.査 結果 要
旨
 人の皮膚に於てnico録ne及びn墨cotiBe様作用を有する薬物が軸索反射性発汗を起すこ
 とがCoon及びRothman(1959)によって発見されズ以来,その反射の受容部の性質が主もに
 和田及びその協同研究者によって研究され,その性質が同様にnico“neによって刺戟される
 交感神経節細胞,冨購髄質細胞,筋終板,頸動脈体化学受容器等の性質と必ずしも同じでないこと
 が明らかにされた、軸索反射の受容部に対する薬物が化学構造とその作用との関係を知ることは季そ
 の受容部の興奮膜の構造を知る上に重要なる手掛りとなる.hordenineはphenol系ami認e
 で構造上adrenaHne等にも類似しているが,二1固のmethyl基を有するho∫denine
 sucfate(hord-sぴ1蛋ate)と三1固のmethyl基を有するhorden圭滋eme亡hi{}dide
 (hoτd-MeI)は交感神経節細胞を刺戟する作用を有すると言われている.この論文はこの二種
 のhordenineを用いて人の軸索性発汗反射の受容部に対し,その効果を比較研究した最初のも
 のである・論文内容に記してあるように両物質の作用㊨間にかなり著しい差異があることが朋らかに
 なった.即ち}h⑪ごd-MeIには受容部を刺戟するn呈COtine様作用と汗腺を直接刺戟する.
 musca6ne作用があるのに対して,hord-sulfateにはadrenaiine等と同様に受容部
 を麻痺する作用及び汗腺に対してmuscari葺eと異った様式はよる刺戟作用がある・この研究の
 成果は軸索反射の受容部の興奮膜の構造を明励嘱する上羅寄与するところ大きいものと信ずる.
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